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シリーズ②

こ の

旬 間
しゅん かん 　５月25日に、旧玉川小中学校で開催された玉川がっこう

倶楽部第４回山菜祭り。玉川出身で、現在は山形市内の専
門学校で学ぶ佐藤孝典さんは、この地元のイベントで山菜
やイワナ焼き販売の担当に。「地域活性化のために少しでも
役に立ちたいです」と話してくれました。

～採れたて山菜いかがですか～
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小
国
町
で
は
、平
成
20
年
度
に
、

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま

で
の
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
な
考
え
か
た
や
方
向
を
示

し
た
「
第
４
次
小
国
町
総
合
計
画

基
本
構
想
」（
以
下
、
基
本
構
想
）

を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
基
本
構
想
に
基

づ
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
施
策

の
展
開
方
向
と
主
な
事
業
の
推
進

方
策
な
ど
を
提
示
し
た
基
本
計
画

を
前
期
（
５
年
）
と
後
期
（
５
年
）

に
分
け
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
に
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

と
が
重
要
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
地
域
を

支
え
る
『
人
』
の
減
少
と
少
子
高

齢
化
の
進
行
へ
の
対
応
」、「
地
域

産
業
の
活
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

と
時
機
を
捉
え
た
戦
略
的
な
産
業

お
こ
し
」、「
あ
ら
ゆ
る
世
代
に

と
っ
て
の
『
住
み
よ
さ
』
の
徹
底

的
な
追
求
」、「
都
市
部
の
利
便
性

と
は
異
な
る
『
豊
か
な
暮
ら
し
』

の
提
案
と
発
信
」
の
４
つ
を
本
計

画
に
お
け
る
特
に
重
視
す
べ
き
視

点
と
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
視
点
に
基
づ
き
、
後

こ
れ
か
ら
の
「
お
ぐ
に
」
の
姿

～
第
４
次
小
国
町
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
を
策
定
～

第４次小国町総合計画の体系イメージ

基　本　構　想
平成21~30年度

前期基本計画
平成21~25年度

後期基本計画
平成26~30年度

将来像実現へ向けたまちづくりの具体的な計画

まちづくりの将来像や基本的な考えかたの設定

　
町
で
は
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
を
定
め
た
「
第
４
次
小

国
町
総
合
計
画
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、

そ
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
と
自
然
が
織
り

な
す
　
や
さ
し
い
暮
ら
し
が
あ
る
ま
ち

〝
白
い
森
の
国
お
ぐ
に
〟」
の
実
現
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

の
基
本
構
想
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年
３
月

に
「
第
４
次
小
国
町
総
合
計
画
・
後
期
基

本
計
画
」
を
策
定
し
、
具
体
的
な
施
策
の

展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
月

は
、
こ
の
基
本
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
考
え
ま
す
。

特   集

総
合
計
画
と
は

　

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
前
期
基
本
計
画
に
お

け
る
施
策
や
主
な
事
業
の
検
証
を

行
い
、
そ
の
課
題
の
整
理
を
行
っ

た
う
え
で
、
基
本
構
想
策
定
後
の

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
や
環
境
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ

後
期
基
本
計
画
に
お
け
る

　
重
視
す
る
視
点
と
重
点
課
題
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人と自然が織りなす　やさしい暮らしがあるまち　“白い森の国おぐに”将来像

培ってきた知恵と技
が生きる力を育むま
ちづくり

地域資源に磨きをかけ
た次代の “しごと” を
生み出すまちづくり

支えあいの心が暮らしやす
さをつなぐまちづくり

確かな豊かさを実感
できるまちづくり

①子育てにやさしい環境
　の整備（妊婦出産支援
　／中学生までの医療費
　無料化／保育士の人材
　確保など）
②ふるさと小国を担う人
　づくり（新小中高一貫
　教育構想の実践／学校
　運営協議会の設置／空
　き校舎の利活用など）
③知恵と技の継承を進め
　る仕組みと場づくり
　（山の暮らし伝承創造
　機構（仮称）創設の仕
　組みや機能などの検討
　／地域づくりと連関し
　た学びの充実と地域
　リーダーの育成など）

①既存産業のさらなる振興
　（地産地消の推進／人・農
　地プラン策定／農業用施
　設の維持や保全／景気・
　雇用対策の推進／買い物
　宅配サービスの継続など）
②地域資源を活用した新産
　業の創生（６次産業化の
　推進／福祉に関連した産
　業づくりと雇用の創出な
　ど）
③多様な交流の促進による
　活力づくり（地域資源を
　活かした各交流イベント
　の展開／訪日外国人旅行
　客誘致へ向けた環境整備
　／小国町ならではのライ
　フスタイル提案など）

①安全で安心な暮らしづくり（「新
　潟山形南部連絡道路」の整備促
　進活動／災害情報システムの構
　築／自主防災組織の設立促進など）
②健康を支える環境づくり（各健
　康教室や各種検診、福祉・介護
　サービスの充実など）
③高齢者にやさしい福祉の推進
　（地域サロンや福祉カルテの作
　成／情報通信技術を活用した見
　守りシステムの構築など）
④支えあう集落の仕組みづくり　
　（ふるさとづくり総合助成事業
　の拡充／緑のふるさと協力隊の
　受入れなど）
⑤協働と交流と連携による地域自
　立の実現（地域づくり計画策定
　の推進／地域、集落に即した効
　果的な地域づくりなど）

①再生可能エネルギーの
　活用を目指したまちづ
　くり（ごみ減量化と生
　ごみたい肥化を進める
　仕組みづくり／省エネ
　ルギーや節電に関する
　取り組み／木質バイオ
　マスエネルギーや中小
　水力エネルギーの活用
　など）
②豊かな農山村を実現す
　る地域経営（田園、里
　山景観の保全／大学機
　関等との連携強化や大
　学生の実習、体験活動
　といった町外の人々と
　の協働、交流、連携の
　推進など）

　
施
策
の
大
綱

基
本
目
標

その１ その４その３その２

期
基
本
計
画
に
お
け
る
重
点
課
題

と
し
て
、「
人
口
減
少
社
会
へ
の

確
実
な
対
策
と
人
口
増
を
も
目
指

し
た
戦
略
的
・
体
系
的
な
施
策
の

展
開
」
を
設
定
し
、
各
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、

前
期
基
本
計
画
同
様
、
基
本
構
想

で
設
定
さ
れ
た
４
つ
の
基
本
目
標

と
施
策
の
大
綱
に
沿
っ
て
施
策
展

開
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
方
向
を

定
め
、
具
体
的
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　

ま
た
、
後
期
基
本
計
画
に
お
い

て
特
に
重
視
す
る
視
点
と
重
点
課

題
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
に
的
確
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
施
策
を

横
断
的
、
縦
断
的
に
展
開
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
施
策
を
戦
略
的
か

つ
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の

　   

基
本
目
標
と
施
策
の
大
綱

【図１】

な
が
ら
、
将
来
的
に
は
人
口
増
に

つ
な
が
る
施
策
を
進
め
て
い
く
た

め
、
重
点
課
題
に
即
し
た
４
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体

を
「
人
口
１
万
人
復
活
」
を
目
指

し
た
「
お
ぐ
に
幸
せ
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展

開
に
よ
り
、
町
民
の
幸
せ
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。（
図
２

参
照
）

　

先
人
た
ち
が
自
然
の
恵
み
を
受

け
な
が
ら
育
ん
で
き
た
独
特
の
生

活
文
化
や
生
活
技
術
と
い
っ
た
知

恵
と
技
を
受
け
継
ぎ
、
新
し
い
時

代
に
お
け
る
人
と
自
然
の
共
生
の

場
と
し
て
広
く
発
信
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
文
化
へ
の
発
展
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

豊
か
な
町
土
で
営
ま
れ
て
き
た

農
林
業
や
商
工
業
、
観
光
業
な
ど

既
存
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図

る
と
と
も
に
、
豊
富
な
地
域
資
源

を
活
用
し
た
新
た
な
分
野
に
お
け

「
人
口
１
万
人
復
活
」を

目
指
し
た「
お
ぐ
に
幸
せ
づ
く
り

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
展
開

　

基
礎
的
自
治
体
の
人
口
規
模
と

し
て
１
万
人
を
１
つ
の
指
標
と
し

知
恵
と
技
の
伝
承
と

　  

人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
お
ぐ
に
」
の
魅
力
を
活
か
し
た

　
　  

産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特集　これからの「おぐに」の姿
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る
産
業
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
の
生
活
を
支
え
る
う
え
で

最
も
基
本
と
な
る
安
全
・
安
心
に

必
要
な
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

て
い
く
と
と
も
に
、
暮
ら
し
や
す

さ
の
追
求
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

多
様
な
人
々
の
協
働
、
交
流
、

連
携
を
促
進
し
、
多
く
の
人
々
の

力
を
結
集
し
て
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

向
と
取
り
組
み
を
次
の
よ
う
に
設

定
し
ま
し
た
。（
図
３
参
照
）

▼
北
部
地
区　

交
流
施
設
や
朝
日

山
麓
交
流
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
機
能

を
活
か
し
た
知
恵
と
技
の
伝
承
や

学
習
の
場

▼
沖
庭
地
区　

古
田
歌
舞
伎
や
舟

渡
獅
子
踊
り
な
ど
の
民
俗
文
化
、

民
俗
芸
能
の
さ
ら
な
る
発
展
と
新

た
な
交
流
の
核
と
し
て
い
く
仕
組

み
づ
く
り

▼
中
央
地
区　

業
務
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
可
能
と
す
る
魅
力
的
な
都

市
空
間
と
し
て
の
〝
街
づ
く
り
〟

の
展
開

▼
白
沼
地
区　

越
後
米
沢
街
道
十

三
峠
や
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
行

事
に
よ
る
地
域
の
つ
な
が
り
な
ど

の
特
性
を
活
か
し
た
交
流
と
連
携

の
構
築

▼
東
部
地
区　

白
い
森
お
ぐ
に
湖

の
空
間
や
そ
の
周
辺
施
設
等
の
活

用
と
多
様
な
交
流
に
基
づ
く
地
域

づ
く
り
の
展
開

▼
南
部
地
区　

飯
豊
連
峰
が
も
た

ら
す
資
源
や
マ
タ
ギ
文
化
等
を
活

か
し
た
交
流
機
能
の
拠
点
づ
く
り

地域を支える「人」の
減少と少子高齢化の進行

への対応

地域産業の活力向上への
取り組みと時機を捉えた

戦略的な産業おこし

あらゆる世代に
とっての「住みよさ」

の徹底的な追求

都市部の利便性とは
異なる「豊かな暮らし」

の提案と発信

後期基本計画において重視する視点

重点課題 人口減少社会への確実な対策と人口増をも目指した戦略的・体系的な施策の展開

目指す方向 「人口１万人復活」を目指した『おぐに幸せづくりプロジェクト』の展開

後期基本計画における重点プロジェクト

１．知恵と技の伝承と
　　　人づくりプロジェクト

２．「おぐに」の魅力を活かした
　　　　産業振興プロジェクト

３．安心・安全な暮らしの
　実現と支えあいプロジェクト

４．協働・交流・連携
　　　　　推進プロジェクト

○小中高一貫教育の推進

○山の暮らし伝承創造機構
　（仮称）の創設と展開

○子育て支援の充実

○農林業経営基盤の強化
○新規就農対策の推進
○地域資源のブランド化
○地域資源を活かした新産
　業の創出
○多様な “しごと” の組み
　合わせによる新しいワー
　クスタイルの検討

○「新潟山形南部連絡道路」
　の建設促進

○医療体制の充実

○防災対策の充実

○高齢者福祉の推進

○交流事業の充実

○集落支援機能の強化

○地域づくり計画の策定支援

○新たな志（協働人口）の
　結集の推進

地
域
別
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

　
　   

住
民
主
体
の
取
り
組
み

協
働
・
交
流
・
連
携

　
　
　
　  

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
で
あ
る
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
で
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
後
期
基
本
計
画
で

は
、
基
本
構
想
で
示
し
た
６
つ
の

地
域
づ
く
り
基
盤
と
そ
の
テ
ー
マ

に
基
づ
き
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
む
た
め
の
基
本
的
な
方

未
来
の
小
国
町
の
姿

【図２】

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

　  

と
支
え
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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法政大学教授
岡  﨑  昌  之   氏

　本町の後期基本計画
策定のアドバイザーと
してご指導いただいた、
法政大学教授の岡﨑昌
之氏にお話しを伺いま
した。

　今後の自治体のまちづくりは、さまざまな社
会情勢の変化に対応しつつ、10年、20年後を見
据えた取り組みが必要と考えます。
　行政は、これまで以上に情報受発信力の強化
を図りながら、外部の力を積極的に取り入れて
いくことが必要です。また住民の皆さんは、行
政側では把握しきれない地域の実情と課題把握
を自主的に進め、行政と協力して取り組むこと
が重要です。小国町では、これまで同様、豊か
な自然や伝統など人との関わりによって保全・
蓄積されてきた貴重な資源や文化を現代の流れ
と融合させ、それらを活かしたまちづくりを進
めていくべきと考えます。

特集　これからの「おぐに」の姿

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て

　

町
で
は
、
住
民
や
関
係
団
体
、

さ
ら
に
は
外
部
を
含
め
一
体
と

な
っ
て
後
期
基
本
計
画
に
お
け
る

各
施
策
を
展
開
し
、
基
本
構
想
に

掲
げ
た
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

「朝日の自然と巧みの里」
自然学習活動の展開、手
仕事・技の伝承、大学等
の研究活動など

６つの地区別の地域づくりテーマ

を
も
た
ら
し
、
観
光
・
交
流
産
業

の
活
性
化
と
と
も
に
、
本
町
な
ら

で
は
の
産
業
づ
く
り
へ
つ
な
が
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
産
業
の
担

い
手
づ
く
り
や
本
町
独
特
の
生
活

文
化
、
生
活
技
術
の
継
承
体
制
の

構
築
が
進
み
、
町
全
体
の
総
合
的

な
発
展
に
よ
っ
て
人
々
の
暮
ら
し

は
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　
「
ま
ち
の
魅
力
向
上
」
か
ら
「
若

い
世
代
を
中
心
と
し
た
人
口
流
入

と
定
住
人
口
の
増
加
」、「
地
域
資

源
を
活
か
し
た
産
業
振
興
」、「
地

域
づ
く
り
と
経
済
、
環
境
の
好
循

環
に
よ
る
ま
ち
の
発
展
」
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
目
指
す
方

向
と
し
て
掲
げ
た
「
人
口
１
万
人

復
活
」
を
展
望
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
小
国
町
の
姿
を
望
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
既
存
施
設

等
を
拠
点
と
し
、
資
源
や
特
性
を

活
か
し
た
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展

開
や
新
た
な
特
産
品
開
発
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
都
市
部
で
は
手
に

入
ら
な
い
自
然
と
と
も
に
暮
ら
す

豊
か
な
暮
ら
し
＝「
小
国
ラ
イ
フ
」

が
実
現
で
き
る
場
と
し
て
、
町
の

魅
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
雇
用
の
場
の

創
出
や
新
規
就
農
、
起
業
、
住
ま

い
、
出
産
な
ど
、
生
活
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
多
角
的
に
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
の
転

出
が
抑
制
さ
れ
る
と
と
も
に
、
都

市
部
等
か
ら
の
転
入
が
増
え
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
・
福
祉
体
制
の
充

実
を
図
り
、
地
域
で
の
見
守
り
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

高
齢
者
が
自
立
し
た
暮
ら
し
を
実

現
し
、
高
齢
者
の
転
出
抑
制
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

人
口
の
流
入
と
定
住
の
促
進

は
、
町
全
体
で
多
彩
な
交
流
活
動

【図３】

北部地区

「街道と歴史民
俗の里」
民俗行事の伝承
活動、十三峠を
活用した交流な
ど

白沼地区

「湖畔の森と水源の里」
白い森おぐに湖を活用し
た交流、特産品開発など

東部地区「飯豊の温もりと癒
しの里」マタギ文化
の 発 信、 森 林 セ ラ
ピー事業など

南部地区

「人、業務、サービス
の連携と交流拠点」
文化交流拠点の整備、
中心商店街のにぎわい
づくりなど

中央地区

「伝統と農民芸能の里」
伝統芸能をテーマにした
体 験 交 流、 民 俗 芸 能 と
アートの連動など

沖庭地区
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■告示日　７月１日㈫
■投票日　７月６日㈰　午前７時～午後６時
■投票できるかた　平成26年３月31日に確定した農業

委員会委員選挙人名簿に登録されているかた
■投票所
　第１投票区　小国町役場
　第２投票区　松岡農事集会所
　第３投票区　旧沖庭小学校
　第４投票区　あさひ保育園
　第５投票区　玉川高齢者コミュニティーセンター
　第６投票区　水源の郷交流館
　第７投票区　旧白沼小中学校
■期日前投票　７月２日㈬から５日㈯まで、役場で期

日前投票ができます。
■説明会　農業委員会委員立候補予定者説明会は、６

月17日㈫午後２時から役場で行います。
■問合先　選挙管理委員会事務局
　　　　　（総務企画課内☎６２－２１１２）へ

　

平
成
26
年
第
２
回
小
国
町
議
会

臨
時
会
が
、４
月
30
日
に
開
か
れ
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
４
議
案

が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
に
１
４
９
万
円
を
追
加

　

一
般
会
計
で
は
、
新
生
児
等
の

未
熟
児
養
育
医
療
費
に
つ
い
て
、

入
院
療
養
等
に
お
け
る
費
用
の
給

付
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。
補
正
後
の
同
会
計
予
算
総
額

は
56
億
１
４
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

小
国
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

今
年
の
３
月
31
日
に
、
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
法
人
住
民
税
に
お
け
る
法
人
税

割
の
税
率
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
10
月
１
日
以
降
に
開
始
す
る

法
人
事
業
年
度
か
ら
、
標
準
税

率
９
・
６
％
、
制
限
税
率
12
・

１
％
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
・
６
％

の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
４
月
１
日
以
後
に
新
車
登

録
さ
れ
る
車
両
か
ら
適
用
す
る

税
率
を
、
自
家
用
軽
乗
用
車
は

現
行
の
７
千
２
百
円
か
ら
１
万

８
百
円
に
、
自
家
用
軽
貨
物
自

動
車
は
現
行
の
４
千
円
か
ら
５

千
円
に
改
正
し
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
他
の
対
象
車
両
に
つ
い
て

も
、
区
分
に
応
じ
て
税
率
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
一
般

の
新
築
住
宅
と
長
期
優
良
住
宅

に
お
け
る
軽
減
措
置
の
適
用
期

限
を
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

２
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
病
院
や
店
舗
、

旅
館
等
の
不
特
定
多
数
が
利
用

す
る
大
規
模
な
建
築
物
を
対
象

平
成
26
年

　
　
第
２
回

　

に
、
耐
震
診
断
を
受
け
て
実
施

　

し
た
耐
震
改
修
に
係
る
固
定
資

　

産
税
を
減
額
す
る
特
例
措
置
が

　

創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

　

26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

　

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
改
修
さ

　

れ
た
対
象
と
な
る
建
築
物
の
税

　

額
を
、
２
年
度
分
に
限
り
、
２

　

分
の
１
ま
た
は
改
修
費
用
の

　

２
・
５
％
を
上
限
と
し
て
減
額

　

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

小
国
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
等
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
と
介
護

納
付
金
課
税
額
に
か
か
る
課
税
限

度
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

課
税
に
お
け
る
減
額
の
算
定
方
法

を
見
直
し
、
軽
減
対
象
者
の
拡
大

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

７小国町農業委員会
委 員 選 挙 は 月 ６日 ㈰

小
国
町
議
会
臨
時
会

■■
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羽
ば
た
け
　

　
お
ぐ
に
の
子
ど
も
た
ち

　
盛
田
信
明

～町長室便り～
雨ニモマケズ⑲

　

お
ぐ
に
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
国
際
感
覚
を
育
む
た
め
に
、
昨
年

４
月
か
ら
保
育
園
で
英
語
に
ふ
れ
あ

う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
を
東
北
森
林
管
理
局
長
さ
ん
に

お
話
し
し
た
と
こ
ろ
、
留
学
経
験
の

あ
る
素
晴
ら
し
い
職
員
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
、５
月
20
日
に
、

健
康
の
森
よ
こ
ね
で
「
お
ぐ
に
英
語

の
森
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
新

緑
ま
ぶ
し
い
森
の
中
で
、
同
局
の
熊

谷
有
理
係
長
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い

し
、
保
育
園
の
英
語
指
導
員
で
あ
る

村
上
裕
志
先
生
と
一
緒
に
、
森
と
ふ

れ
あ
い
、
園
児
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ

い
に
英
語
に
親
し
む
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、４
月
28
日
に
は
、

ア
メ
リ
カ
に
短
期
留
学
を
し
た
小
国

高
校
の
生
徒
が
報
告
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。高
校
生
の
輝
く
瞳
を
見
つ
め
、

保
育
園
の
園
児
た
ち
の
英
語
の
発
音

の
素
晴
ら
し
さ
に
関
心
し
つ
つ
、
こ

れ
ま
で
続
け
て
き
た
小
中
高
一
貫
教

育
が
、
保
育
園
も
連
携
し
な
が
ら
花

開
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　
「
が
ま
ん
を
重
ね
て
春
を
ま
つ

人
々
の
志
は
、
外
に
降
り
積
も
る
大

雪
よ
り
も
深
い
。」
雪
深
い
小
国
の

人
々
が
、
新
た
な
息
吹
を
育
む
春
を

じ
っ
と
待
つ
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち

に
は
、
や
さ
し
い
時
間
（
と
き
）
を

積
み
重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
と

い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
世
界
の
平
和
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
、
こ
れ
か
ら
も

教
育
環
境
の
整
備
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
熊
谷
係
長
さ
ん
、
東
北
森
林
管

理
局
、置
賜
森
林
管
理
署
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新緑のなか積極的
に英語を話す園児
たち

短期留学報告に訪
れた小国高校生徒
の皆さん

（左から  坂上理賀
さん、坂野雄斗君、
吉田夏海さん）

　

平
成
26
年
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
元
小
国
町
消
防
団
分
団
長
の

田
中
安
雄
さ
ん
（
小
国
小
坂
町
）

が
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し

た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
６
月

か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
永
き

に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
多

く
の
災
害
現
場
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
平
成
16
年
４
月
か
ら

は
第
１
分
団
の
分
団
長
と
し
て
、

団
員
の
指
導
育
成
や
地
域
住
民
の

火
災
予
防
意
識
の
高
揚
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

平成26年度採用　町立病院 田 

中 

安 

雄 

さ
ん

瑞
宝
単
光
章 

を 

受
章

看 護 師
診療放射線技師 募 集

■職種と募集人員
　①看護師　若干名　②診療放射線技師　１名
■受験資格
　①昭和49年４月２日以降に生まれたかたで、
　　看護師資格を取得しているかた（40歳以下）
　②昭和44年４月２日以降に生まれたかたで、
　　診療放射線技師資格を取得しているかた
　　（45歳以下）
■試験内容　作文試験、面接試験
■試験および採用日程（６月中申込みの場合）
　・申込締切　６月30日㈪
　・試 験 日　７月10日㈭頃を予定
　・採 用 日　９ 月 １ 日 ㈪頃を予定
■そ の 他　詳しくは町、または、町立病院ホー
　ムページをご覧ください。
■問 合 先　町立病院（☎６１－１１１１）へ

～募集人員を満たすまで募集を継続します～
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臨 時 福 祉 給 付 金 子育て世帯臨時特例給付金

■支給対象者
　平成26年１月１日現在、小国町に住所があり
平成26年度分の住民税が非課税のかた

※ただし、課税されているかたに扶養されている
かたや生活保護を受給しているかたは非対象

■支給額
　・１人につき１０，０００円
　・次に該当するかたは１人につき５，０００円
　　を加算
　《加算対象者》
　・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金
　　等の受給者

⇒平成26年３月分の受給権があり、４月分また
　は５月分の年金の支払いがあるかたが対象で
　す。
・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など
⇒平成26年１月分の児童扶養手当、特別障害者
　手当等を受給しているかたが対象です。

■申請先　健康福祉課（健康管理センター内）へ
　郵送または直接持参ください。
■申請期間　６月26日㈭～９月25日㈭
■提出書類　申請書（申請書が送付にならないか

たで該当すると思われるかたは、お手数ですが
健康福祉課へお問い合わせください）

■持参するもの
　①本人確認書類の写し
　　（運転免許証、パスポートなど）
　②振込先を確認できるものの写し
　　（通帳、キャッシュカードなど）
■問合先　健康福祉課（☎６１－１０００）へ

■支給対象者
　　平成26年１月１日現在、小国町に住所があり
　次のどちらの要件も満たすかた
　①平成26年１月分の児童手当・特例給付を受給
　⇒特例給付とは、所得が高額なかたについて、
　　児童１人あたり月額５，０００円を支給する
　　ものです。
　②平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額
　　未満
■対象児童
　　支給対象者の平成26年１月分の児童手当・特
　例給付の対象となる児童
※ただし、「臨時福祉給付金」の対象となる児童
　や生活保護の受給者となっている児童などは非
　対象
■支給額
　・対象児童１人につき１０，０００円

平成26年４月からの消費税率の引き上げに伴い給付金が支給されます

町立病院内での
歯科診療をはじめました

５／８
から

　３月から改修工事を進めておりました歯科診療室
が、４月23日、町立病院内（旧リハビリ室）に完成し、
５月８日から診療を開始しました。

《診療予約・問合先》
　町立病院　歯科（☎６２－２５１３）へ

■診 療 日　火曜日～土曜日（祝日を除く）
　　　　　　  事前予約が必要です。
■受 付 時 間　10：00～12：30　14：00～18：00
■診 療 時 間　10：00～13：00　14：00～18：30
■そ の 他
　・歯科を受診する場合は、病院の受付ではなく、直
　　接歯科診療室へおいでください。
　・診察券はそのまま利用可能です。

～診療を受ける際には予約が必要です～

には、該当すると思われるかた ６月25日㈬ に 申請書を郵送 します。

～子育て世帯の負担を軽減します～～所得の少ないかたの負担を緩和します～
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夏
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
６
泊
７
日
）

　

冬
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
３
泊
４
日
）

■
対

象　

高
校
生
（
２
年
生

　

以
上
）、
大
学
生
、
大
学
院
生

　

お
よ
び
既
卒
の
希
望
者

※
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
が
基
本
と

　

な
り
ま
す
が
、
冬
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

に
つ
い
て
は
全
日
程
参
加
で
き

　

な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
活
動
内
容

　

町
役
場
の
業
務
体
験
、
地
域
活

　

動
の
体
験
な
ど

■
募
集
人
数　

10
名
程
度

■
応
募
締
切
　
６
月
30
日
㈪

※
受
入
れ
の
可
否
に
つ
い
て
、
７

　

月
10
日
㈭
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

■
費
　
　
用

　

飲
食
費
、
材
料
費
等
の
実
費
は

小
国
町
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

　

町
で
は
、
小
国
の
魅
力
を
体
感
し
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
や

り
が
い
や
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
高
校
生
や
大
学
生
等

を
対
象
に
、
地
域
行
事
や
役
場
の
業
務
体
験
な
ど
を
行
う
「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。（
夏

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
１
万
円
程
度
の

　

見
込
み
）

■
応
募
方
法
等
に
つ
い
て

小
国
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
込
み
い
た
だ
く
か
、
専
用
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

総
務
企
画
課
行
政
管
理
室
へ

■分譲区画　一般住宅地　５区画
■販売条件　売買契約締結後３年以内に住宅を建
　　　　　　設されるかた
■募集期間
　平成26年６月２日㈪～平成27年３月27日㈮

※区画ごとに申込書を提出していただき、毎月、
　末日に決定します。申込者が複数の区画は、翌
　月に抽選を行い決定します。
■申込・問合先　小国町土地開発公社
　（総務企画課内☎６２－２２６４）へ

番号 面　積 価　格

ア 734.54㎡ 6,978,130円

イ 661.83㎡ 6,287,385円

ウ 673.04㎡ 6,393,880円

エ 657.19㎡ 6,243,305円

オ 635.00㎡ 6,032,500円

参

加

者

募
　

集

　

平
成
26
年
８
月
６
日
㈬
～

　
　
　
　
　

８
月
12
日
㈫

　

平
成
27
年
１
月
８
日
㈭
～

　
　
　
　
　

１
月
11
日
㈰
（
予
定
）

通常１㎡あたり15,000円で販売して
いますが、特別分譲では１㎡あたり
9,500円で販売します。
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　第25回おぐに石楠花まつりが、５月２日か
ら６日までの期間、道の駅「白い森おぐに」特
設会場で開催されました。今回は、新町誕生
60周年を記念して入場料を無料にしました。
期間中は天候にも恵まれ、昨年の約３倍となる
およそ１０，７００人のかたが来場しました。
　会場には、町内の愛好家が育てた約３００鉢
の石楠花が展示され、来場者を魅了しました。
また、特産品の販売や石楠花の育成相談が行わ
れたほか、山遊亭金太郎師匠と子どもによる落
語や小国中学校と小国高校吹奏楽部による合同
演奏会なども行われ、たいへんなにぎわいをみ
せました。

小国の春が咲き誇る
～第25回おぐに石楠花まつり～

　子育てサポーター研修会が、５月23日、健
康管理センターで行われ、町内の子育てサポー
ターや保育園職員など15人が参加しました。
　研修会では、本町出身で、現在はＮＰＯ法人
日本防災士会／防災士会みやぎ（宮城県）で防
災士として活動されている佐藤美嶺（みね）さ
んによる「こどもを守る防災力・減災力」と題
した講演が行われたほか、ワークショップでは、
ガムテープとタオルを使って紙おむつを繰り返
し使う方法などを体験し、災害時の子育てにつ
いて知識を深めました。

～子育てサポーター研修会～
子どもを守る防災力の向上へ

　小玉川熊まつりが、５月４日、国民宿舎飯豊
梅花皮荘わき広場で開催され、町内外から多く
の観光客が来場しました。
　クマの供養と山の神に感謝する神事では、マ
タギや観光客に、煮たてた熱湯をササの葉で振
りかけ身を清める儀式などが行われました。
　また会場では、マタギによるクマ狩りの模擬
実演や狩りの際に「ホーリャー」の掛け声で獲
物を追い込む勢子に扮して大声を競う勢子大会
なども行われ、会場を盛り上げました。

受け継ぐマタギの伝統文化
～小玉川熊まつり～
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　町内の国道、県道、主要町道の一斉清掃が、
４月29日、町内各地で実施されました。
　これは、町衛生組合連合会と町が町民に呼び
かけ、道路沿いの清掃作業を行って美しい環境
を守っていこうというもので、毎年実施されて
います。
　当日は、早朝より各地区で、小中高一貫教育
の地域ふれあい活動として参加した児童生徒を
含め多くの住民が参加し、空き缶やビニールな
どのゴミを一生懸命拾いました。

シリーズ ①

　皆さま、はじめまして。北部・沖庭地区を中心に活動し
ております、宮本史人（みやもとふみと）です。
　私の今年度の意気込みは、「とにかくいろいろな場所に
出向き、発見する」ということです。現代では、インターネッ
トなどですぐにさまざまな情報にアクセスすることができ
ます。ですが、インターネットにはない情報がたくさんあ
りますし、実際のその場の雰囲気など、文字情報だけでは
わかりません。農林業に積極的に携わり、地域のイベント
に積極的に参加し、五感で感じて「この場（おぐに）にい
ないとわからないもの」を発見していきたいです。
　さて、早速そういった発見がありました。お世話になっ
ているかたの上棟祝いでのモチまきです。私は、上棟祝い
に集まってきたかた向けにモチをまくという風習があるこ
とを知りませんでした。好奇心から参加させていただきま
したが、あまりの人の多さにびっくり！人の絆、地域の温
かみを肌で感じることができて幸せな気分になりました。
　こういった体験、経験を積み重ねていきたいです。どう
ぞよろしくお願いします。

「１年の始まりにあたって」

宮 本　 史 人

モチがまかれるのを待ちわびる地域の皆さん

第21期　緑のふるさと協力隊

　小国小学校（長沼誠校長）の新校舎完成を祝
い、首都圏の置賜地方出身者などで組織された

「花回廊　よーざんろーどをつくる会」（高橋栄
次会長）から桜50本が同校に寄贈され、グラ
ウンド周辺の土手に植えられました。
　５月１日には、同会メンバー約60人のほか、
同校の関係者や児童などが参加して植樹祭が行
われました。高橋会長は、「何年か経てばきれ
いな花が咲きます。桜とともに子どもたちの健
やかな成長を願っています。」と話されました。

子どもたちの成長を願って
～小国小学校に桜50本を寄贈～ ～春の道路一斉清掃～

きれいな道路環境で気持ち良く
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■
日
時　

６
月
25
日
㈬

　

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時

■
内
容　

包
丁
研
ぎ
、ま
な
板
販
売

■
場
所　

役
場
、
白
い
森
シ
ョ
ッ

　

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
モ
前
、

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
エ
コ
ー

　

前
、
建
築
組
合
事
務
所
ほ
か

■
試
験
日
時　

８
月
23
日
㈯
午
後

　

１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

■
場
所

　

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル（
山
形
市
）

■
願
書
受
付
期
間

町内の空間放射線量を
お知らせします。

～いずれの場所の数値も
　人体に対して影響のない水準です～

■５月19日㈪の空間放射線量

※測定値は地上から50㎝の高さの値で、単位
　は１時間あたりのマイクロシーベルトです。

測定場所 測定値 
（μSv/h）

旧北部小中学校　グラウンド 0.10
旧沖庭小学校　グラウンド 0.09
旧小玉川小中学校　グラウンド 0.09
旧玉川小中学校　グラウンド 0.10
小国小学校　グラウンド 0.09
叶水小中学校　グラウンド 0.09
旧伊佐領小学校　グラウンド 0.11
旧白沼小中学校　グラウンド 0.10

お
知
ら
せ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■問合先　町民税務課町民生活担当へ

■
募
集
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸

■
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
対
象　

同
居
親
族
が
い
る
か
た

　
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

６
月
13
日
㈮

■
入
居
時
期　

７
月
上
旬

■
問
合
先　

　

県
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
西
王

　

不
動
産
置
賜
事
務
所
（
☎
24
‐

　

２
３
３
２
）
へ

■日 時　６月20日㈮
　　　　　　17：00～20：00
■対 象 者　どなたでも参加可能
　　　　　　（室内履き持参）
■内　　容　あいべ内（１階）で自
　由にラジコンカーを走らせること
　ができます。充電、エネループ、ニッ
　カド電池使用のラジコンカーおよ
　びラジコンヘリコプターが対象で
　す。※オイル燃料を使用するもの
　はご遠慮ください。

あいべイベント

◇問 合 先

☎６２－５８０８へ

小
国
町
建
築
組
合
第
37
回
住
宅
デ
ー

募
集

■開催日　６月28日㈯、29日㈰（宿泊はありません）
■場　所　山形県源流の森センター
■対　象　高校生以上で、森づくり活動やボランティア
　　　　　活動に興味があるかた
■定　員　先着25名程度
■受講料　無料（昼食は各自持参）
■その他　研修修了者はインタープリターとして登録可
■問合先　置賜総合支庁森林整備課森づくり推進室
　　　　　（☎０２３８－３５－９０５３）へ

　

６
月
２
日
㈪
か
ら
６
月
13
日
㈮

　
（
閉
庁
日
を
除
く
）

■
問
合
先　

山
形
県
食
品
安
全
衛

　

生
課
（
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

　

２
６
２
１
）
へ

■
採
用
予
定
人
数　

看
護
師
１
名

■
受
験
資
格　

昭
和
49
年
４
月
２

　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、

　

看
護
師
資
格
を
有
す
る
か
た

■
受
付
期
間　

　

６
月
13
日
㈮
か
ら
７
月
３
日
㈭

■
試
験
日
お
よ
び
会
場

　

７
月
13
日
㈰

　

長
井
市
置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

６月の

インタープリター（森の案内人）養成講座

■
採
用
予
定
日　

10
月
１
日
㈬

■
問
合
先　

西
置
賜
行
政
組
合
事

　

務
局
（
☎
88
‐
４
３
３
６
）
へ

平
成
26
年
度
山
形
県
調
理
師
試
験

西
置
賜
行
政
組
合
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
お
い
た
ま
荘
職
員
採
用
試
験



13

　右の表は５月21日現在でハロー
ワークへ登録された求人のうち、小国
町をおもな就業先としている求人情報
です。既に雇用が確定している場合も
ありますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハロー
ワーク長井（☎84－8609）へ。

今月の納税
　６月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。
●６ 月26日 ㈭　水道料
● ６ 月30日 ㈪　町県民税
（１期）、介護保険料、下
水道料 、簡易水道料、住
宅使用料、保育料等

■問合先
　町民税務課税政管理室へ

２０１４. ６

※今月は、５月以降に新規で登録された求人を掲載しています。

事 業 所 名 職　　種 求人数 勤 務 時 間

大 和 建 設 運 輸 ㈱

重機運転手 2人 8：00～17：00

大型トラック運転手 2人 8：00～17：00

土木施工管理技士 2人 8：00～17：00

社 会 福 祉 法 人
小 国 福 祉 会

看護師
（常勤正規職員）

1人

7：30～16：30

10：30～19：30

9：15～18：15

㈲ 小 国 技 研
ボーリング洗浄工およ
び作業管理補助【急募】

2人 8：00～17：00

安 部 工 業 ㈱

運転手 2人 8：00～17：00

現場監督員 2人 8：00～17：00

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　６月27日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成26年２月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　６月27日㈮　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成25年６月生まれ
　■１歳６カ月児健診
　・期　　日　６月13日㈮
　・受付時間　12：30～13：00
　・対　　象　平成24年10月、
　　　　　　　11月、12月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他　母子健康手帳を持参く
　　　　　　ださい。
４．問合先　健康管理センターへ

６月の
保健カレンダー

　
【
毎
週
火
曜
日
】

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

■ 

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
日
　
時

　

６
月
12
日
、
26
日

　

午
後
1
時
～
午
後
3
時
30
分

■ 

対
象
者　

生
後
4
カ
月
か
ら
18

カ
月
の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■   
日
　
時　

６
月
３
日
（
子
育
て

講
座
・
親
子
歯
科
健
康
教
室
）

10
日
、
17
日
、
24
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■ 

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■ 

日
　
時
　

【
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日
】

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

※
第
２
、
４
木
曜
日
の
午
後
は
お

　

休
み
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

　
▽
開
催
場
所
・
問
合
先

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
お
ぐ
に
保
育
園
内
）

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

☆
赤
ち
ゃ
ん
広
場
☆

12日㈭17：00～19：00
20日㈮10：00～12：00　

shiroimori@town.oguni.yamagata.jp 

0238（62）2611 【町長室専用】
　　　　　　※日程が変更になる場合は、
　　　　　　　アスモ掲示版でお知らせします。
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●あいべ ☎62－5808　●小玉川振興事務所 ☎64－2008　
●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200　●斎場夜間受付（17：00～21：00） ☎023－645－3077
●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●携帯電話向けサイト http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●癒しの園ホームページアドレス http://www.ogunibyoin.jp/

相　談
▽年金相談
■日　時　６月18日㈬
　　　　　10：30～14：00
■場　所　役場町民相談室
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　
　町民税務課住民窓口担当へ

休館日　毎週月曜日・祝日～新着図書～
◇アンのゆりかご
◇いつか陽のあたる場所で
◇僕は、そして僕たちはどう生きるか
◇神様のケーキを頬ばるまで
◇50過ぎたら、ものは引き算心は足し算
◇大人の流儀４　許す力

村 岡 恵 理
乃 南 ア サ
梨 木 果 歩
彩 瀬 ま る
沖 　 幸 子
伊 集 院 静

　小国町地産地消推進協議会では、地
産地消の推進および拡大を目指し、「地
産地消応援団」を募集しています。
■対象者
　　町内の飲食店、加工業者、小売店
　等において、小国産農林水産物を１
　品以上使用・販売している事業者
■申込先
　小国町地産地消推進協議会事務局　
　（産業振興課内☎６２－２４０８）へ

食 の 桃 源 郷 お き た ま

　おきたま食の応援団では、おいしい「おきたまの食」
を広めるため、うまさギュッ牛っと米沢牛さくらんぼ
まつりを開催します。

ヘルスメイト養成講座
　町では、食生活の改善や運動普及など
を行うヘルスメイト（食生活改善推進員）
を養成する講座を開催します。

地 産 地 消 応 援 団 を 募 集 し ま す

■開催日
　６月30日㈪、７月９日㈬、７月29日㈫、
　８月22日㈮、９月３日㈬、９月25日㈭
■時　間　10：00～15：00
■場　所　健康管理センター
■受講料　１，１８８円（テキスト代）
■対象者　食生活改善推進員の活動や健
　康づくりに関心のあるかた（男女問わず）
■申込期限　６月18日㈬
■問合先　健康福祉課
　　　　　保健衛生・地域包括支援担当へ

参加事業者には
ミニのぼりを配布します

第47回山形ブロック大会長井大会メインフォーラム

目からうろこの家庭防災術！
～ママだから守れる子どもの命～

■開 催 日 時　７月５日㈯　入場無料
　　　　　  　13：30～15：00
■会 　 場　長井市民文化会館ホール
■内 容　家庭における防災術の講演
■講 師　国 崎 信 江　氏
■問 合 先　公益社団法人日本青年会
　議所　東北地区山形ブロック協議会
　（☎０９０－２２７８－１９１１）へ

～電波の混信・妨害についての問合先～
　総務省東北総合通信局　相談窓口
　（☎０２２－２２１－０６４１）へ

６月１日から10日は
「電波利用環境保護周知啓発強化期間」

うまさギュッ牛っと米沢牛さくらんぼまつり

■開催日時　６月29日㈰　10：00～15：00
■場所　米沢市松川河川敷（雨天決行）
■内容　①米沢牛コーナー（11：30～14：30前売り制）
　　　　②さくらんぼコーナー（さくらんぼの直売会等）
　　　　③直売・飲食、観光PRコーナー
　　　　④アトラクション
■チケット　米沢牛コーナーはチケット完全前売制　
　　　　　　料金６，０００円（すき焼きセット、焼き肉セット）
※米沢牛コーナーのチケットをインターネットで販売しま
　す。詳しくは「おきたま食の応援団」ホームページをご
　覧ください。（http://www.yamagata-okitama-shoku.net/)
■問合先
　おきたま食の応援団事務局
　（置賜総合支庁農業振興課内☎０２３８－２６－６０５１）へ

総務省からのお知らせ
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●小国町役場 ☎62－2111㈹ fax62－5464
●行政管理室 ☎62－2112　
●国 保 医 療 担 当 ☎62－2261　
●農林振興室 ☎62－2408　　
●建設管理室 ☎62－2431　

●住民窓口担当・町民生活担当 ☎62－2260
●会　計　室 ☎62－2406
●議会事務局 ☎62－2448

　
●税政管理室 ☎62－2403
●商工観光室 ☎62－2416
●建設技術室 ☎62－2432

●政策企画室・地域振興室 ☎62－2264

⇒　申込先　NPO法人ここ掘れ和ん話ん探検隊（☎０５０－７５０７－５９５５）へ

■日　時　６月28日㈯　8：30～17：00頃
■コース　鷹巣峠～榎峠～大里峠
　　　　　（旧玉川小中学校駐車場に集合）
■定員と対象　先着20名　親子、一般のかた
■講　師　渡辺忠次氏（せきかわ歴史みちの館館長）
■持ち物　長袖・長ズボン、雨具、帽子、手袋、
　トレッキングシューズ（長靴や滑りにくい靴）、
　タオル、おいしい昼食、飲み物、敷物
■参加費　１，０００円（保険料、資料代等）
■申込期限　６月25日㈬

ブナの森のいきもの探検隊
■日　時　６月８日㈰　９：30～15：00頃
■場　所　森林セラピー基地「温身平」
　　　　　（飯豊山荘前に集合）
■定　員　先着15名
■対　象　小～中学生の親子
■持ち物　長袖・長ズボン、雨具、帽子、トレッキ

ングシューズ（長靴や滑りにくい靴）、タオル、お
いしい昼食、飲み物、敷物、双眼鏡（貸し出しあり）

■参加費　大人３００円、中学生以下２００円
　　　　　（保険料込み）

＝小国町森林体験観光推進事業＝

山 形 県 介 護 支 援 専 門 員
実 務 研 修 受 講 試 験

防衛省・自衛官候補生  募集

■試験日時　10月26日㈰　10：00から
■試験会場　
　山形国際ホテル、山形大学小白川キャンパス
　※試験会場は選択できません。
■受験資格
　　保健、医療、福祉分野で５年または10年以
　上の実務経験があるかた
■受験手数料　７，７００円
■受付期間　６月23日㈪から７月18日㈮
■合格発表　12月10日㈬
■問合先　社会福祉法人山形県社会福祉協議会
　（☎０２３－６２２－２７７６）へ

■募 集　陸・海・空　自衛官候補生（男子）
■応 募 資 格　平成26年４月１日現在で18歳から
　　　　　　　27歳未満のかた
■受 　 　 付　６月30日㈪まで
■試 験 日　７月６日㈰
■試 験 場 所　神町駐屯地

～「自衛官候補生」採用説明会を開催します～
■日 　 時　６月22日㈰、６月28日㈯
　　　　　 　13：30～15：30
■場 　 所　総合センター（研修室）
■問 合 先　自衛隊米沢地域事務所
　　　　　　　（☎０２３８－２３－００１１）へ

　重度心身障がい（児）者医療証また
は、ひとり親家庭等医療証をお持ち
のかたは、有効期限が６月末となっ
ています。６月中旬に更新通知を送
付しますので、該当するかたは更新
手続きを行ってください。

■期　日　６月24日㈫～６月26日㈭
■時　間　９：00～17：00
■場　所　役場　２階ロビー
■その他　手続きに必要なものなど、
　詳細は送付する更新通知をご覧くだ
　さい。
■問合先　町民税務課国保医療担当へ

重度心身障がい（児）者医療給付制度
【住民税所得割の額が２３５，０００円未満のかたで、次に該当するかた】

・身体障害者手帳１・２級、精神障害者保健福祉手帳１級、療育手帳Ａ
　をお持ちのかた、国民年金および公的年金各法の障害等級１級の障害
　基礎年金を受給しているかたなど

ひとり親家庭等医療給付制度
【所得税非課税世帯で、次に該当するかた】

・ひとり親家庭の18歳以下の児童とその母または父、両親のいない18歳
　以下の児童

下記に該当するかたに対し、保険診療による医療費自己負担額の全額、
または一部を助成する制度です。

※具体的な要件等は、お問い合わせください。
　新規の申請は随時受け付けしています。

対　　象　　者
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　神戸に住んで30年になります。
　外資系保険会社に30年以上勤務し、昨年まで10
年間神戸から京都まで毎日通勤しておりました。
昨年から神戸に戻り、６月より代理店として独立
致しました。
　神戸に住んでおりますと、さすがに山形県出身
者に会うことは少なく、「山形？」と聞いても「長
野の隣りだっけ？」とか「青森の下だよね？」な
ど、地図で直ぐ位置が浮かぶ人が少ないのも残念
です。
　そんなこともあって、かえって「山形」や「小国」
という言葉に敏感になりました。先日、小国出身
と聞いてびっくりして「小国の何処？」と聞いた
ところ、なんと熊本県小国町出身のかたでした。
　昨年より、山形県大阪事務所の所長から月１回
メールマガジンで、県の関連事業案内を送って頂
けるようになりました。故郷を遠く離れた身には
有り難いサービスです。広報「おぐに」を拝見し
て、これをメールマガジンで送ってもらえないか
と思いました。地元の動向が分かる貴重な情報で
す。ご検討をお願いいたします。
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シリーズ⑭『小国を遠く離れて』

緑　町　出身

～ふるさとへの想い～

兵庫県神戸市在住
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　「
あ
の
頃
の
我
が
町
」

戸籍のまど戸籍のまど

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

　人口のうごき （平成26年４月30日現在）　

人口　男・・・4,109人 （　 7）
　　　女・・・4,312人 （－ 7） 
　　　計・・・8,421人  （　 0） 
世帯数　　    3,160世帯 （　17） 

白 子 沢 心
こ は る

春 和 明
瞳（遠 藤

編集後記

白   田 勉 さん

し ら た つとむ

小 国 町 史 弥
絵 美（長谷川 　新

あらた

　


